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平成２６年度渡良瀬川流域の水質汚濁事故報告について 

 平成２６年度の渡良瀬川流域の水質汚濁事故については、３３件と最近５年間では最も多く発

生しています。 

 県別では栃木県で２４件、群馬県では９件発生しています。 

 事故種別では油流出が２４件、化学物質が３件、その他６件となっています。 

 事故原因としては原因不明１３件、操作ミス７件、交通事故７件、その他４件、不法投棄１ 

件、機械の故障１件となっています。 

 今後の課題としては、水質汚濁事故が複雑多様化する中で、より迅速に対応するために、関係

機関との情報等の共有について、一層の連携強化を図る必要があります。 

４ （担当 管理課） 






